
し
た
。
社
長
に
お
会
い
し
帰
還
報
告
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。社
長
に
は
「
即
出
勤
し
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
、
私
も
嬉
し
く

二
つ
返
事
で
答
え
ま
し
た
が
、「
一
度
故
郷
に
帰
っ
て
出
直
し

て
来
ま
す
」
と
挨
拶
し
て
田
舎
へ
帰
り
ま
し
た
。
そ
し
て
皆
に

元
気
な
顔
を
見
せ
、
世
間
様
に
御
礼
を
言
上
し
ま
し
た
。
一
週

間
ほ
ど
休
み
体
力
を
付
け
て
大
阪
へ
出
ま
し
た
が
、
つ
く
づ
く

戦
争
は
す
べ
き
で
な
い
と
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

元
ア
メ
リ
カ
駆
逐
艦

第
一
〇
二
号
■
戒
艇
に
救
わ
れ
る
　 

石
川
県
　
村
田
武
一
　 

一
　
元
ア
メ
リ
カ
駆
逐
艦
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
」
の
生
涯

■
戒
艇
は
、
大
東
亜
戦
争
中
第
一
、
二
号
、
第
三
十
一
～
三

十
九
号
、
第
四
十
六
号
、
第
一
〇
一
～
一
〇
九
号
が
各
種
作
戦

に
就
役
し
た
。

こ
の
う
ち
第
四
十
六
号
ま
で
は
、
旧
海
軍
の
二
等
駆
逐
艦

を
、
第
一
〇
一
号
以
下
は
敵
国
か
ら
の
戦
利
艦
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
最
初
か
ら
■
戒
艇
目
的
で
造
っ
た
艦
は
な
い
の
で

あ
る
。
私
達
第
十
一
号
海
防
艦
（
以
下
「
海
十
一
」
と
略
す
）
の
生

き
残
り
の
者
約
二
十
人
が
、
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
一

月
二
十
五
日
マ
ニ
ラ
～
高
雄
間
を
便
乗
し
た
第
一
〇
二
号
■
戒

艇
は
、
元
ア
メ
リ
カ
駆
逐
艦
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
」
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
七
年
三
月
八
日
ジ
ャ
ワ
島
の
オ
ラ
ン
ダ
軍
が
日
本
軍
に

降
伏
し
た
。
同
日
、
日
本
軍
は
ス
ラ
バ
ヤ
を
占
領
し
、
沈
没
し

た
乾
ド
ッ
ク
で
、
左
舷
に
大
傾
斜
し
て
い
た
「
ス
チ
ュ
ワ
ー

ト
」
を
捕
獲
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
艦
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
九
月
九
日
民
間
造
船

所
で
起
工
さ
れ
、
翌
年
三
月
四
日
に
進
水
し
、
同
年
九
月
十
五

日
に
就
役
し
た
。
最
初
は
沿
岸
警
備
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十

（
一
九
二
一
）
年
十
月
十
二
日
大
西
洋
駆
逐
戦
隊
に
編
入
さ
れ

カ
リ
ブ
海
で
艦
隊
演
習
を
終
了
し
、
小
修
理
を
施
工
、
大
正
十

一
（
一
九
二
二
）
年
六
月
二
十
日
ア
メ
リ
カ
海
軍
ア
ジ
ア
艦
隊

に
編
入
さ
れ
、
地
中
海
、
イ
ン
ド
洋
を
経
由
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

到
着
し
た
。
そ
の
後
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
」
は
二
十
四
年
間
一
度



も
帰
国
し
な
い
と
い
う
記
録
を
作
っ
た
。

大
東
亜
戦
争
が
勃
発
し
た
と
き
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
」
は
、
ボ

ル
ネ
オ
島
タ
ラ
カ
ン
沖
に
停
泊
し
て
お
り
、
十
二
月
中
は
ア
ジ

ア
艦
隊
の
補
助
艦
艇
と
共
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ポ
ー
ト
ダ
ー
ウ
ィ
ン
ま
で
の
護
送
任
務
に
就
い
て
い
た
。

翌
年
の
一
月
中
は
、
輸
送
船
団
を
護
衛
し
蘭
領
東
イ
ン
ド
内

を
作
戦
行
動
し
て
い
た
。

昭
和
十
七
年
一
月
十
五
日
に
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ａ
（
米
英
蘭
豪
）
と
い

う
統
合
最
高
司
令
部
が
設
立
さ
れ
、
日
本
軍
の
オ
ラ
ン
ダ
領
へ

の
進
攻
に
対
決
す
る
た
め
連
合
軍
の
全
艦
艇
を
指
揮
す
る
こ
と

に
な
り
、
軽
巡
洋
艦
「
デ
ロ
イ
テ
ル
」
を
旗
艦
と
し
オ
ラ
ン
ダ

海
軍
少
将
カ
レ
ル
・
ド
ー
ル
マ
ン
が
そ
の
指
揮
を
と
っ
た
。

二
月
十
九
日
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
」
は
、
日
本
軍
の
バ
リ
島
上

陸
部
隊
を
撃
退
す
る
た
め
派
遣
さ
れ
た
連
合
国
艦
隊
の
第
二
群

の
先
導
艦
を
務
め
、
翌
朝
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
」
は
、
日
本
の
駆

逐
艦
「
朝
潮
」
と
「
大
潮
」
を
相
手
に
熾
烈
な
砲
雷
戦
を
展
開

し
、
大
被
害
を
被
り
乾
ド
ッ
ク
に
入
渠
と
な
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
二
　
第
十
一
海
防
艦
の
奮
戦

作
家
の
大
岡
昇
平
氏
が
『
レ
イ
テ
戦
記
』
で
、
七
万
ト
ン
の

戦
艦
「
大
和
」「
武
蔵
」
が
行
く
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
レ
イ

テ
島
へ
■
か
八
百
ト
ン
に
満
た
な
い
海
防
艦
が
行
っ
た
の
で
あ

る
と
皮
肉
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
私
の
乗
組
で
あ
っ
た
「
海
十

一
」
は
、
昭
和
十
九
年
十
月
三
十
一
日
「
高
津
丸
」「
能
登
丸
」

「
香
椎
丸
」「
金
華
丸
」
の
四
隻
を
、
海
防
艦
「
沖
縄
」「
占
守
」

「
海
十
一
」「
海
十
三
」
と
第
一
水
雷
戦
隊
の
駆
逐
艦
六
隻
が
護

衛
し
、
十
一
月
一
日
オ
ル
モ
ッ
ク
湾
に
到
着
。
敵
機
の
攻
撃
を

受
け
「
能
登
丸
」
が
沈
没
し
た
。
こ
れ
が
レ
イ
テ
に
対
す
る
第

二
次
輸
送
で
あ
っ
た
。
同
年
十
一
月
八
日
第
四
次
輸
送
隊

は
、「
能
登
丸
」
を
除
き
第
二
次
輸
送
と
同
じ
編
成
で
マ
ニ
ラ

を
出
撃
し
た
。
マ
ニ
ラ
か
ら
オ
ル
モ
ッ
ク
に
至
る
水
路
は
狭
水

道
が
多
く
、
そ
の
上
夜
間
に
入
っ
て
天
候
が
急
変
し
、
風
雨
強

く
視
界
狭
少
と
な
っ
た
。

船
団
は
単
縦
列
と
な
り
「
海
十
一
」（
艦
長
は
長
橋
喜
間
太

少
佐
）
は
先
頭
に
て
全
艦
船
を
郷
同
導
す
る
。
水
道
の
両
岸
は
全

く
視
界
に
入
ら
ず
二
十
二
号
電
探
に
よ
り
前
方
の
陸
岸
の
方
向

距
離
を
測
り
、
探
信
儀
で
水
中
目
標
を
探
り
、
船
団
を
無
事
通

過
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。



十
一
月
九
日
夕
刻
、
オ
ル
モ
ッ
ク
湾
口
到
着
。
各
艦
船
錨
地

に
入
る
頃
、
敵
Ｐ38

約
二
十
機
、
Ｂ25

四
機
の
攻
撃
を
受
け

る
。
今
回
は
味
方
戦
闘
機
の
援
護
な
く
、
全
艦
船
に
若
干
の
被

害
が
出
た
。

輸
送
船
か
ら
陸
上
へ
の
荷
役
用
の
大
発
等
の
舟
艇
な
く
、
海

防
艦
が
艀
の
代
用
と
な
り
、
各
艦
各
二
回
各
二
千
人
の
陸
軍
兵

を
オ
ル
モ
ッ
ク
桟
橋
に
運
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
兵
器
資
材
は
揚

陸
の
手
段
が
な
く
輸
送
船
に
搭
載
の
ま
ま
マ
ニ
ラ
に
帰
る
こ
と

と
な
り
、
全
船
団
抜
錨
、
湾
口
を
出
て
警
戒
航
行
態
勢
と
な
っ

た
頃
、
南
東
上
空
に
敵
Ｂ25

三
十
機
と
、
ほ
ぼ
同
数
の
直
衛
戦

闘
機
が
、
攻
撃
態
勢
を
と
り
始
め
た
。

敵
機
は
「
海
十
一
」
一
隻
の
右
方
よ
り
逐
次
低
空
で
銃
爆
撃

に
て
攻
撃
し
て
き
た
。「
海
十
一
」
の
上
空
は
敵
機
の
爆
弾
と

機
銃
弾
に
、
味
方
第
一
水
雷
戦
駆
逐
艦
六
隻
と
海
防
艦
三
隻
か

ら
撃
ち
出
す
高
角
砲
弾
機
銃
弾
の
破
片
で
、
ま
っ
た
く
の
修
羅

場
と
な
っ
た
。
対
空
戦
闘
も
時
間
の
経
過
と
と
も
に
味
方
の
被

害
が
多
く
な
っ
た
。

輸
送
船
「
高
津
丸
」
次
い
で
「
香
椎
丸
」
が
被
弾
沈
没
し
、

「
海
十
一
」
も
直
撃
弾
二
発
を
浴
び
航
行
不
能
と
な
る
。
敵
機

は
輸
送
船
二
隻
を
撃
沈
し
た
の
で
攻
撃
を
打
ち
切
っ
た
。
オ
ル

モ
ッ
ク
湾
北
部
浅
瀬
に
擱
座
し
た
「
海
十
一
」
の
船
体
は
「
海

十
三
」
の
砲
撃
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
。

三
　
第
十
一
号
海
防
艦
生
存
者
の
そ
の
後

「
海
十
一
」
の
生
存
者
は
、
艦
長
以
下
ほ
と
ん
ど
が
何
時
間

か
泳
い
だ
後
「
海
十
三
」
に
収
容
さ
れ
た
。「
海
十
三
」
の
記

録
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
十
日
一
四
・
一
五
、「
海
十
一
」
の

人
員
五
十
九
人
（
う
ち
四
十
一
人
負
傷
）
を
救
助
、
十
一
月
十

一
日
二
三
・
一
五
マ
ニ
ラ
着
と
あ
る
。「
海
十
一
」
の
戦
死
者

は
八
十
九
柱
で
あ
っ
た
。（
合
掌
）

十
一
月
十
一
日
二
三
・
一
五
、
マ
ニ
ラ
着
、
四
十
一
人
の

負
傷
者
は
第
百
三
海
軍
病
院
に
入
院
、
軽
傷
の
者
は
十
一
月
十

三
日
退
院
（
以
後
通
院
と
な
る
）

。
退
院
と
同
時
に
第
三
十
一

特
別
根
拠
地
隊
（
以
下
第
三
十
一
特
根
と
略
す
）
に
仮
入
隊
と

な
る
。
こ
の
場
合
マ
ニ
ラ
特
別
戦
隊
編
入
で
な
か
っ
た
こ
と

が
、
以
降
の
人
生
で
今
日
あ
る
遠
因
で
も
あ
る
と
信
じ
て
い

る
。第
三
十
一
特
根
仮
入
隊
者
の
宿
舎
は
、
マ
ニ
ラ
市
内
で
民
家

を
借
り
上
げ
た
の
で
約
二
十
人
が
起
居
し
た
。
そ
の
頃
の
マ
ニ



ラ
は
治
安
が
悪
く
夜
と
も
な
れ
ば
い
た
る
所
で
銃
声
が
し
た
。

我
等
の
宿
舎
に
は
小
銃
一
挺
が
貸
与
さ
れ
て
い
る
だ
け
と
い
う

心
細
い
状
態
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
十
三
日
の
マ
ニ
ラ
大
空
襲
の
と
き
、
私

は
宿
舎
を
出
て
病
院
に
行
く
途
中
の
海
岸
通
り
で
、
こ
の
大
空

襲
に
遭
遇
し
、
マ
ニ
ラ
湾
の
水
深
が
浅
い
の
で
巡
洋
艦
「
木

曽
」
等
が
着
座
す
る
状
態
を
目
に
し
た
。

携
帯
履
歴
に
よ
る
と
、
昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日
、
高

雄
帰
着
（
■
百
二
号
便
乗
）
と
あ
る
か
ら
、
逆
算
す
る
と
十
一

月
二
十
五
日
朝
、
マ
ニ
ラ
桟
橋
集
合
で
、
こ
の
便
船
は
内
地
に

帰
る
輸
送
船
（
重
油
運
搬
船
）
一
隻
を
第
三
十
八
号
■
戒
艇

（
以
下
「
■
三
十
八
」
と
略
す
）
と
第
百
二
号
■
戒
艇
（
以
下

「
■
百
二
」
と
略
す
）
が
護
衛
す
る
も
の
で
、
便
乗
者
は
海
上

護
衛
総
隊
参
謀
三
人
、「
海
十
一
」
生
存
者
二
十
人
で
あ
っ
た

と
。桟
橋
で
参
謀
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
、「
■
百
二
」
へ
参
謀
、

「
■
三
十
八
」
へ
「
海
十
一
」
生
存
者
と
決
め
ら
れ
た
。
ボ
ー

ト
に
乗
り
沖
へ
出
て
■
戒
艇
の
実
物
を
見
て
、
参
謀
の
方
が
驚

か
れ
た
。

「
■
三
十
八
」
は
、
元
日
本
海
軍
の
二
等
駆
逐
艦
「
蓬
」

、

「
■
百
二
」
は
、
元
ア
メ
リ
カ
駆
逐
艦
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
」
で

大
き
さ
が
全
く
違
う
こ
と
と
、
艦
の
ス
マ
ー
ト
さ
が
全
然
違

う
。（
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
居
住
性
第
一
、
兵
器
そ
の
他
は
第
二

で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
日
本
海
軍
は
、
兵
器
そ
の
他
が
第
一
、

居
住
性
は
第
二
で
あ
っ
た
）

。

四
　
運
命
の
乗
艇
変
更

接
舷
直
前
に
乗
艇
を
変
更
さ
れ
た
（
神
の
み
ぞ
知
る
）

。
マ

ニ
ラ
を
出
港
し
、
輸
送
船
を
ル
ソ
ン
島
の
陸
の
方
に
、
護
衛
艦

は
そ
の
沖
を
警
戒
航
行
し
た
。
日
没
と
と
も
に
バ
シ
ー
海
峡
を

夜
航
海
と
な
る
。（
日
本
海
軍
な
ぜ
か
バ
シ
ー
海
峡
を
夜
通
る

作
戦
行
動
。
台
湾
南
端
―
ル
ソ
ン
島
北
端
は
低
速
船
で
も
朝
早

く
出
れ
ば
夕
刻
到
着
出
来
た
）

。

ア
メ
リ
カ
の
潜
水
艦
は
月
の
落
ち
る
の
を
待
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
赤
、
青
の
信
号
弾
を
上
げ
攻
撃
の
合
図
を
し
て
い
た
。
便

乗
者
と
い
え
ど
も
見
張
り
当
番
を
割
り
当
て
ら
れ
、
私
が
当
直

の
時
目
の
前
で
輸
送
船
と
「
■
三
十
八
」
が
撃
沈
さ
れ
た
。

昭
和
十
九
年
か
ら
二
十
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
飛
行
士

と
潜
水
艦
艦
長
が
、
日
本
軍
制
海
権
海
域
に
、
元
味
方
の
駆
逐



艦
（
四
本
煙
突
）
が
日
本
海
軍
の
標
識
を
付
け
作
戦
行
動
中
で

あ
る
旨
の
報
告
が
数
多
く
よ
せ
ら
れ
た
。
当
初
こ
れ
ら
は
却
下

さ
れ
た
が
、
後
日
正
確
な
報
告
と
認
め
ら
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
潜
水
艦
長
は
、
潜
望
鏡
に
写
る
「
■
百
二
」
を

図
体
は
や
や
大
き
め
で
あ
る
が
、
こ
の
艦
は
明
ら
か
に
元
味
方

の
駆
逐
艦
で
あ
る
と
い
う
確
信
か
ら
全
然
攻
撃
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
（
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
戦
後
も
ご
く
最
近
私
共
の
知
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
）

。

翌
日
は
夜
明
け
と
と
も
に
周
辺
海
域
を
捜
索
し
た
が
、
遭
難

者
を
二
～
三
人
は
救
助
し
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
後
高
雄
へ
向

け
航
海
し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
■
百
二
」
が
元
ア
メ
リ
カ
の
駆
逐
艦
で
あ
っ
た
こ
と
を
露

知
ら
ぬ
我
々
は
、
日
中
バ
シ
ー
海
峡
を
単
艦
で
の
行
動
は
心
細

い
か
ぎ
り
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

六
　
む
す
び
に
か
え
て
「
■
百
二
」
の
最
後

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
八
日
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
に
引
き
渡
さ

れ
、
同
十
一
月
八
日
か
ら
本
国
に
向
け
航
海
が
始
ま
り
、
途
中

か
ら
自
力
で
動
け
な
く
な
り
、
駆
逐
艦
に
曳
航
さ
れ
た
り
、

タ
ッ
グ
ボ
ー
ト
に
抱
え
ら
れ
た
り
し
て
、
よ
う
や
く
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
港
外
に
到
着
し
た
の
が
翌
年
三
月
四
日
で
あ
っ
た
。

四
月
十
七
日
、
二
百
二
十
四
号
（
竣
工
時
の
固
有
番
号
）
は

再
び
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
軍
艦
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
、
五
月
二
十

三
日
に
退
役
と
な
り
、
同
日
の
午
後
外
海
に
曳
き
出
さ
れ
、
日

本
海
軍
と
ア
メ
リ
カ
海
軍
と
で
武
勲
の
あ
っ
た
艦
で
は
あ
っ
た

が
、
翌
日
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾
で
撃
沈
と
い
う
運
命

が
待
っ
て
い
た
。

〔
参

考
〕

艦
艇
（
駆
逐
艦
）
建
造
規
模
の
比
較

明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
以
後
、
昭
和
二
十
（
一
九
四

五
）
年
ま
で
我
が
国
で
建
造
さ
れ
た
駆
逐
艦
は
約
三
百
隻
で
あ

る
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
駆
逐
艦
建
造
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト

級
が
、
一
九
一
七
年
～
一
九
二
二
年
の
間
に
二
七
三
隻
建
造
さ

れ
て
い
る
。

◎
　
要
目
比
較

要
　
目
　
　
　
　
　
■
三
八
　
　
　
■
一
〇
二

全

長
（
ｍ
）
　
八
五
・
三
　
一
〇
五
・
〇

全

幅
（
ｍ
）
　
七
・
九
　
　
　
一
〇
・
六



規
準
排
水
量
（
ｔ
）
　
　
七
七
〇
　
　
一
二
一
五

平
均
吃
水
（
ｍ
）
　
　
二
・
四
　
　
　
三
・
一

最
大
速
力
（
節
）
　
　
　
三
六
　
　
　
　
三
五

竣

工

年
（
年
）
　
一
九
二
二
　
　
一
九
二
〇

巡
洋
艦
「
木
曽
」
ア
ッ
ツ
・
キ
ス
カ
戦
　 
石
川
県
　
掛
下
清
行
　 

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
十
二
月
十
二
日
、
海
軍
通
信
学

校
高
等
科
卒
業
、
巡
洋
艦
「
木
曽
」
乗
組
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

「
木
曽
」
は
大
湊
に
入
港
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
汽
車
で

大
湊
に
向
か
っ
た
。
仙
台
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
沿
線
に
雪
が

あ
り
、
大
湊
線
に
乗
り
換
え
る
と
一
面
銀
世
界
。
鉄
道
の
古
い

枕
木
を
燃
料
に
し
た
ス
ト
ー
ブ
が
客
車
の
中
程
に
あ
り
、
ス

ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
、
の
ん
び
り
し
た
旅
行
で
あ
っ
た
。

大
湊
に
着
い
た
ら
「
木
曽
」
は
出
港
後
で
あ
り
、
大
湊
防
備

隊
に
仮
入
隊
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
十
三
日
仮
入
隊
の
水
兵
を

指
揮
し
て
、
演
武
場
の
ガ
ラ
ス
拭
き
を
し
て
い
る
と
き
、「
木

曽
」
は
舞
鶴
に
入
港
し
た
と
知
ら
さ
れ
、
陸
行
で
舞
鶴
に
向
か

う
こ
と
に
な
っ
た
。

実
家
が
途
中
に
あ
る
の
で
、
普
通
列
車
に
乗
っ
た
こ
と
に
し

て
急
行
列
車
に
乗
り
、
時
間
稼
ぎ
を
し
て
、
な
つ
か
し
い
父
母

の
顔
を
見
て
行
こ
う
と
思
い
、
青
森
駅
で
父
母
弟
妹
の
土
産
に

青
森
り
ん
ご
を
買
い
込
ん
で
急
行
列
車
に
乗
っ
た
。

北
陸
線
粟
津
駅
で
下
車
、
普
通
列
車
と
の
時
間
差
の
約
半
日

を
実
家
で
過
ご
し
、
敦
賀
駅
に
着
い
た
の
は
舞
鶴
線
の
終
列
車

が
出
た
後
で
、
敦
賀
駅
前
の
旅
館
に
泊
ま
り
、
あ
く
る
朝
一
番

列
車
で
舞
鶴
に
向
か
っ
た
。

木
曽
に
乗
艦

舞
鶴
軍
港
に
停
泊
中
の
「
木
曽
」
の
舷
門
を
上
り
、
副
直
将

校
の
若
い
少
尉
（
後
で
わ
か
っ
た
が
通
信
士
で
あ
っ
た
）
に
、

「
掛
下
兵
曹
、
た
だ
今
到
着
致
し
ま
し
た
」
と
報
告
し
た
と
こ

ろ
、「
掛
下
兵
曹
、
ど
こ
へ
寄
っ
て
き
た
の
か
」
と
詰
問
す
る

の
で
、「
青
森
で
普
通
列
車
に
乗
り
、
敦
賀
に
着
い
た
ら
、
舞

鶴
線
が
出
た
後
で
あ
り
、
敦
賀
駅
前
の
旅
館
に
泊
ま
っ
て
、
今

朝
一
番
で
舞
鶴
に
着
き
ま
し
た
」
と
嘘
を
言
っ
て
、
旅
館
の
領

収
書
を
出
し
て
見
せ
た
と
こ
ろ
、
出
迎
え
の
甲
板
（
分
隊
の
雑




